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弊社製品の生産状況および安定供給に 

向けた取り組みに関するご報告 
 
 
 

謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、弊社ではこれまで九州工場注射棟および第二九州工場固形剤棟建設、トラストファーマテック設立等、

供給問題に対する生産体制への投資を積極的に行ってまいりました。 

しかしながら、近年のジェネリック医薬品への需要の増大や、他社からの切り替え需要の増加などにより、弊社

製品に対する需要が想定をはるかに上回っており、医療関係者の皆様方よりご期待頂いている供給量について、

十分なお応えができておりません。現在、皆様方のご期待にお応えするべく、生産現場では二交代および三交

代制、深夜残業実施など、できうる限りの対応を致しておりますが、未だ解決には至っていない状況です。 

本来であれば生命関連企業としてすべての需要にお応えすべきところ、十分なご期待に沿えず、医療関係者

の皆様には多大なるご迷惑とご心配をおかけしておりますことに対し深くお詫び申し上げます。 

この状況を解消し、医療関係者の皆様の需要に対応する供給体制を実現するために、弊社では現在、以下の

施策を実施及び計画致しております。 

 

 

■他社との協業による製造所集約を行い、一部製品の生産規模を拡大し製造効率の向上を図ります 

 

■一部製品※の販売中止・供給停止を行い、他の製品への代替が困難と考えられる医薬品の供給量の底上げを

行います 

※販売中止・供給停止を行う製品は他社製品もしくは自社製品への代替が可能と考えられる医薬品です 

 

 

これらは、将来にわたって持続的な供給体制を再構築するための決断であり、今後も全社を挙げて一刻も早

い安定供給に邁進してまいる所存です。 

諸般の事情をご賢察いただき、なにとぞご理解とご協力を賜りますよう、伏してお願い申し上げます。 

謹白 

 

 


